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２．制作手順
●写真撮影
　ピンホール写真から継続してのテーマ「ものたちへのレクイエム」シリーズのモチー
フを探す。カメラと三脚を持って、廃物や忘れ去られた物たちを山間部の集落のはず
れや海岸に捨てられた物たちから見つけ出す。今では、集落で忘れ去られた物たちを
捜すことはとても効率が悪い。見つからないのである。ゴミを片づけ清潔にする習慣
やゴミのリサイクルが完備したことなどが理由として考えられる。そこで日本海や太
平洋に出かけ、流れ着いた自然が変形やキズや色褪せを与えた物（缶、ペットボトル、
靴など）を持ち帰り自作撮影台に並べて撮影した。（写真４－９）
●ポジと版の制作
　カメラからデータを取り込んだ画像は、解析度、明るさやコントラスを版画用に調
整した後、白黒に変換さらにドットに変換しレーザープリンターで普通紙にポジ印刷
を試す。問題がなければOHP用紙に印刷する。これが感光樹脂版へのUV露光用ポジ
フィルムとなる。但し、プリントサイズの違いによりドットに不必要なパターンが発
生することがあり版画にした時にパターンが残ってしまうことがある。これは未だ解
決されていない。（写真３）
写真３
　　　左：ポジ試し　　　　　　　中：OHP ポジ　　　　　　　　右：完成した感光樹脂反
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写真 4
写真 5
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写真 7
写真 6
―36―
写真 8
写真 9
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写真 10　茅野・神戸八幡
写真 11　茅野・神戸八幡
「植物達の時間」シリーズ（写真10－13）
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写真 12　川崎・聖公園
写真 13　山梨・白州
―39―
おわりに
 美術大学や美術館で講習を受けるなどして、フォト・グラヴィエールの版画技法を
習得した美術関係者は多いと思われる。しかし、継続する人は少ない。
　写真家は、もうひと手間をかけて版画にする必要を見出さない。また、版画技術が
ある人は、自らの技術の見せ所が無いこの技法が不満である。私の様に①エコ・アプ
ローチ造形として位置づけが出来ること②印画紙写真から紙とインクで物にしたいこ
と③特段の版画技術が無いこと、この三拍子揃ったことが継続制作を可能にしている
と思う。
　「植物達の時間」シリーズ（写真10－13）に登場する裸の木は、葉を付けている時は見
られない木の骨格や性格、そしてモノクロにした時に初めて現れるシルエットの形態
が魅力的だ。あちこちに作品にしたい木を捜してある。次の冬の到来が待ちどうしい。
